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2020 年 9 月 1 日 

角山 智 

 

銘柄分析レポート：いぶし銀ファンド（２０２０年版） 

 

１ はじめに 

 

 私が勝手に「いぶし銀ファンド」と呼んでいる株式投信があります。苦瓜達郎氏の運用してい

る大和住銀日本小型株ファンドです。 

 

長らく良好な成果を上げてきたこのファンドも、直近１年間のパフォーマンスは２．１％にと

どまり、１３．３％上昇したＪＡＳＤＡＱインデックスに大きく出遅れました。 

 

 苦瓜氏は、６月１０日付の運用報告書にて、次のように述べています。 

 

 新興市場を中心とするテーマ銘柄の物色はあまりにも急速かつ移り気で、反落リスクは高まっ

ていると判断しています。 

 

一方、割安銘柄には依然として放置されているものも多く、実体経済の正常化につれて反発す

ることが期待できます。当ファンドでは、今後も割安株投資を徹底します。 

 

 目先のパフォーマンスを追わず、投資方針を堅持する姿勢は立派です。 

 

今回の銘柄分析レポートでは、毎年恒例ともなっている、この「いぶし銀ファンド」の投資銘

柄の中から２銘柄を取り上げます。 

 

★大和住銀日本小型株ファンド 当期中の基準価格と市況等の推移 

 

 

 

 


